
第３グループ 
質問内容 答弁内容 

【ごみ問題について】 

（1）有害物質を発生させない取組みと

プラスチックの再利用案について。 

（2）ごみ問題の周知について、配布さ

れたiPad を活用してはどうか。 

（1）使用済のペットボトルや容器包装プラスチックは、ごみとしてではなく資源として回収し、飲

料用ボトルや卵パック、固形燃料などに再生している。また、プラスチックに関する新しい法律で、

来年の 4月からはハンガーやバケツ、おもちゃなどのプラスチック製品も回収し再生していく予定

となっており、それに向けた準備を進めている。 

（2）皆さんにごみ問題を身近に感じていただくため、検討を進めていく。 

【食品ロスについて】 

（1）「食べきり推進店」を周知するため

のポスターを募集してはどうか。 

（2）「食べきり推進店」でポイント制度

を採り入れたらどうか。 

（1）ポスターの募集は、良いアイデアだと思う。中学生の皆さんが既に取り組んでいる環境をよく

する絵画コンクール、これを一つのテーマとして、取り上げられると良いと考える。 

（2）ポイント制度導入については、皆さんとも一緒に考えていきたい。 

【文化の多様性について】 

（1）外国籍の方が住みやすく定住して

もらうための取り組みは。 

（2）ごみ捨てなどの注意喚起ポスター

を多言語化しては。 

（3）それぞれの文化を理解するために

外国籍の方との交流イベントを開催し

ては。 

（1）本区は、外国籍の方が都内一多い自治体で、2100 年には区民の 6人に 1人が外国籍の方にな

る。そのため、現在外国籍の方5,000人にアンケートを取り、困りごとや要望を伺っており、今後に

活かしたい。 

（2）（3）多言語によるポスターや外国籍の方と日本人の交流の場の創出は良い提案なので検討を進

めていく。 
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【ジェンダー平等】 

（1）LGBT についての講演会を学校で実

施してほしい。 

（2）同性パートナーシップ制度につい

て、手続きをもっとスムーズに、簡単に

できるようにしてほしい。 

（1）私たちは一人一人異なる存在であり、色々な人が色々な生き方をしていること、お互いを尊重

すること。これは、誰もが安心して幸せに暮らせる社会、共に生きる社会に繋がるものである。性の

問題を自分事として考えていただくための講演会やイベントなどを、教育委員会とも相談しながら

考えていきたい。 

（2）日本では、同性パートナーの方々の結婚は、法律上認められておらず、男女の結婚では当然に

認められる制度やサービスを受けられない。本区では、この様な不利益や不便を極力少なくするた

め、同性パートナーシップ制度を導入した。今後もこの制度をよりスムーズに運用できるよう、工夫

していきたい。 

【緑を増やす運動について】 

緑を増やす事業に中学生を参加させ

てはどうか。 

区内には683万本の樹木がある。50年前に比べて人口の増加は1.5 倍、公園面積は9.4 倍、樹木

は5.7 倍となっている。これまでも、中学生の皆さんによる花植えや水やりなどのボランティア活

動をはじめ、グリーンプラン推進校やウエルカムガーデン校などで地域や学校の緑を増やしていた

だいた。これからも、より多くの皆さんが緑を増やす事業に参加していただけるよう、インスタグラ

ムなどで情報を発信していく。 

【SDGｓの周知について】 

多くの人にSDGs のことを知ってもら

うため、イベントや講演会などを 

開催してはどうか。 

SDGs17ゴールはどれも大切な目標で、一つとしておろそかにできない。去年は 4人に 1人しかＳ

ＤＧｓのことを知らない状況だった。これを今年は100％にしたい。そういう思いを持って今年から

イベントを少しずつ始めた。街中のポスター掲示や、ラッピングバス、オンラインイベントもやって

いる。また、講演会では、企業の方を対象にして専門家を呼んでやっていただいたり等、少しずつだ

が取り組みを始めている。 

 


